













この こと は大衆デモ クラシーによる ものが多いと言える。なぜなら，普通選挙制度における
有権者数と，それ以前の制度での有権者数とでは数において数段の違いがあるからである。さ
らに，第 2次大戦後の人口の増加 と， 経済の発展は各国の社会状況を大きく変化させている。
(2) 
こう した変化につれて，政党も，またその役割も大きく変化し てき たのである。
2 議会と政党
立法議会における政党の数による分類，即ち政党制にはこれまでも多くのものが考えられて

























こうしたことから，一定の数式によ って ，議席占有率から ，議会内の重要度を作り出 し，そ
れによ って議会の 「安定度」を作成する方法が考えられたのである。






この指数はレイの破片化指数 (Fractionalization:以下 F指数）と呼ばれる。 s，は 政党の議
席占有率であり， nは政党の数である。つま り，1から n個まである政党のそれぞれの議席占
有率を二乗 して合計したものを指数としている。この式によって示される指数 (F,りは 0から





よらず，数値だけを見た場合に ，その議会がどのような政党制にな っているかを判断す ること
は難しいのである。















が表 1であ る。これによると ，レイの指数の変化は非常に少ないけれども，もう一つの指数は
政党の議席占有率のわずかの変化でも，指数の変化はとらえやすくなっている。
（表 1) F指数・ 1指数対称表
諮 F I 政党と議席占有率
指 贋会数 2 3 4 5 6 7 8 ， 10..20 
A.00 l.000 1.0 
B.420 1.842 .7 0 .3 0 
C.500 2.000 ,50 . 5 0 
D.585 2.583 .45 .45 .10 
E.673 3,000 .33 .33 .33 
F .700 3.596 .40 ,30 .20 . 10 
G .  750 4.000 ,25 .25 .25 .25 
H.800 5.000 .20 .20 .20 .20 .20 
I. 835 6.000 .166 .166 .166 .166.166 .166 
J.875 8.000 .125 .125 .125 .125 .125 ,125,125 ,125 
K.  900 10.000 .100 .100 .100 . 100 .100 .100 .100 .100 .100 
L . 950 20.000 .05 .05 .05 ,05 .05 .05 ,05 .05 .05 .05. .05 
L. C. Dodd, "Coalition m Parliamentary Government", 1976, p. 76. より作成
§ 3 理論の実用化
1 理論の応用
この 2つの指数における応用例として ，ウィ ルジェンJ.K. Wildgenはケッセルマンの方法
(7) 





(2) I指数は F指数とは異なり，数値の上限がなく， 選挙における政党の数に比例したもの
となる。




































一党制 One party system 
ヘゲモニー政党制 Hegemonic party system 
一党俊位政党制 Predominant party system 

























































1956年 1月 1981年 6月
政党 議席数議席占有率（％） 政党 議席数議席占有率（％）
極 右 3 0.6 R p R, 83 17. 0 
プジャ ード脈 52 9.6 U D F 64 13.0 
R p F 16 2 9 p s 285 58 0 
C N I 94 17.3 p C F 44 9.0 
M R P 71 13 0 その他 15 3.0 
R s 71 13.0 
S F I 0 88 16 2 計 491 100.0 
その他左菰 4 0.7 
p s F 145 26 7 
計 544 100.0 
F指数 0 828 0.6088 
I指数 6.104 3 0015 
（表3) 指数 相 関 表
政党議席占有率(x) 炒 こ F X ・ logeX ―こ I 
A 0 45 0. 2025 0 2025 I -o.359 o. 
B 0.25 0. 062 0.2645 I -o.346 o. 
C 0.15 0.0225 0.287 0.712 | -0 284 
D 0.05 0 0025 0.2895 0.710 I -o 149 1 14 口3.127
E 0 04 I -0.128 1 268 3.557 
F 0.03 0.0009 0.292 I -0.105 1 
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